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永
久
選
挙
人
名
簿

二一月

調
融
挙
人
名
簿
が
、
永
久
に
鍛

え
お
か
れ
る
己
と
民
会
っ
て
か

ら
、
然
一
一
川
附
闘
の
緩
和
樹
登
録
を

三
月
一
日
現
政
で
行
な
い
ま

す。
ζ

の
潟
郊
登
録
は
、
一
川
一
対
一

門
日
制
棚
筏
で
関
側
二
十
才
以
上
に
な

る
方
で
本
即
時
日
比
一
ぷ
ケ
ロ
月
円
以
上
目
的

住
し
て
い
る
も
の
で
す
£

描
地
添
人
名
符
へ
の
愛
綴
は
、

ζ
の
出
斜
絡
者
の
う
ち
、
資
総
の

出
附
山
叫
脅
し
て
あ
る
万
江
健
ら
れ

ま
す
。去
ろ
一
門
司
に
行
な
わ
れ
に
均

一
然
、
町
内
棋
会
議
長
補
欠
却
現
象
お

よ
び
然
波
紋
浴
日
比
選
挙
(
り
と
き

用
い
た
然
添
人
名
州
町
民
援
録
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
、
続
ち
た
に

品
川
人
に
な
っ
た
方
ゃ
、
本
附
刊
に

仲防衛問を
W
W
3
れ
て
、
い
ま
だ
議

挙
人
々
判
州
同
然
然
の
が
れ
守
さ
れ

て
い
な
い
汐
概
略
法
試
お
ふ
ζ

の
手

続
、
き
を
夜
ま
さ
れ
る
よ
う
わ
り
附
聞

い
し
ま
す
一

一
一
一
日
三
付
間
制
部
在
で
追
加
州
裁
緩

の
出
持
続
舎
が
判
ず
る
名
と
し
て
決

定
を
受
げ
に
万
の
仲
間
続
、
部
恥
名

拙
守
叫
同
、
役
場
お
よ
び
れ
交
滋
に

お
い
て
、
…
↓
一
対
十
一
れ
か
ら
一
一

十
円
斜
ま
で
、
出
刊
さ
ん
に
お
み
せ

し
ま
す
ο

ま
た
淵
榊
絞
登
録
さ
れ

て
い
る
方
mw
選
挙
人
名
鮒
仰
は
、

い
つ
で
も
符
き
ん
に
お
み
せ
し

ま
す
b

自
分
の
と
と
、
父
山
部
緩
や

と
波
必
の
万
旬
、
不
簿
な
と
ζ

ろ
が
み
き
ま
し
た
ら
術
協
ぐ
に
た

日
境
在
で
追
加
登
録

し
か
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
c

問
問
問
月
に
は
、
県
知
事
耕
地
壊
と

制
対
談
会
総
隊
途
、
緩
い
か
回
同
時
に
行

な
わ
れ
ま
す
が
、
選
挙
の
当
R

設
裂
の
で
き
る
我
山
川
、
淵
瑞
祉
事
人

名
欄
悶

κ登
録
さ
れ
て
い
る
引
か
に

絞
り
ま
す
J

線
引
伐
の
滋
学
法
が
定
め
て
い

る
こ
と
は
、
向
何
ら
的
出
向
し
て
名

組
げ
に
愛
録
さ
せ
、
向
門
分
の
悶
闘
で

点
制
緩
に
掛
戦
っ
て
い
る
か
ど
う
か

者
綴
か
め
、
淵
地
挙
抑
揺
を
行
使
で

き
る
よ
う

κ向
闘
か
名
務
め
る
よ

う
に
な
っ
て
お
ち
ま
す
。

ζ
の
機
会
に
今
一
皮
、
級
品
刈

mw
翁
前
聞
が
選
挙
人
名
簿

κ絞
っ

て
い
苓
か
ど

5
か
磁
か
め
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

衆
議
員
選
挙
投
票
率
街
角

一
月
二
十
九
緩
め
然
滋
伸
例
議
す
。

は
問
調
期
懲
と
最
高
議
制
判
所
裁
判
門
誌
汚
れ
た
も
の
は
、
あ
な
た
が

の
関
総
務
官
抗
心
投
票
は
、
本
府
開
と
り
の
ぞ
き
、
わ
た
し
が
し
ま

に
お
い
て
十
ケ
所
?
行
内
悼
む
な
っ
し
な
け
れ
ば
、
い
つ
ま
で
も

れ
た
3

絞
れ
ツ
出
附
さ
れ
て
い
ま
す
。

品
位
寝
訴
の
紡
川
ポ
は
、
税
制
問
mw
従
ゐ
な
た
の
一
銭
、
か
に
し
の

議
蕊
加
盟
撲
の
投
富
市
本
一
双
十
六
・
一
一
怒
M
V
、
政
治
を
よ
き
流
し
く

気
…
令
ト
い
ま
わ
る
六
十
五
・
日
一
時
税
務
奇
よ
り
州
統
か
託
し
て
い
く

五

%

で

し

た

占

の

で

す

。

淡

い

滋

え

万

で

、

接

乙
れ
は
、
不
綴
削
除
出
W
W
小紋
d

仙
択
制
刊
と
資
径
を
は
た
す
よ
う
努
力

終
的
中
を
下
ま
わ
っ
て
お
り
、
余
し
ま
し
ょ
う
。

余
附
闘
の
平
均
投
票
率
七
十
一
ぺ
了
次
mw
楽
は
、
投
票
所
別
役
扇
町

九
八
%
に
均
し
か
な
れ
〆
緩
く
な
数
及
相
就
槻
制
緩
・
を
、
本
慰
に
お
け

っ
て
お
ち
ま
す
。
る
銭
総
務
例
制
州
抑
制
紙
数
明
、
す
$

わ
た
し
た
ち
は
、
い
ま
い
ち

ど
、
出
判
分
速
の
選
挙
出
棋
の
行
般

に
つ
い
て
考
え
て
み
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

ひ
と
れ
ソ
品
民
約
に
本
欄
胸
骨
録
え

な
が
ら
も
、
後
秘
密
の
渋
滞
蹴
を

な
げ
き
々
が
ら
繁
績
を
す
る
ζ

と
仲
林
、
以
内
い
も
の
か
ら
包
を
そ

ち
す
と
云
う
削
闘
い
滋
え
万
で

投繁所別役繁華言数および投票喜怒

さき臼の有機者数 i 金受夏芸 者 護士

毎
年
定
期
的
記
検
診

ガ
ン
は
早
期
発
見
が
た
い
せ
つ

き
、
半
年
γ
ご
絞
づ
っ
総
人
制
作

の
ほ
紛
の
診
察
吾
受
け
、
燃
の

人
な
ち
間
関
寸
五
才
を
滋
ぎ
た
と

き
困
問
や
鞠
闘
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
楽

を
半
年
に
一
皮
づ
っ
終
鯵
し
て

も
ら
う
ζ
と
が
盤
側
線
的
で
す
。

ガ
ン
が
4
T
M培
h

い
に
な
れ
ば
絞

命
mw
附
州
側
附
で
す
。

同
中
く
抽
出
削
燃
す
h
H
ば
必
ら
子
品
開

か
り
ま
す
。
同
ゆ
く
制
問
閑
却
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
、
ガ
ン
が
淵
尚
州
vhnず

る納部げ
h
a
M
知
念
に
治
療
す
る
ζ

と

が
椛
閥
単
に
で
き
る
か
ち
で
す
G

端
部
ぴ
火
し
て
か
ら
で
は
総
に
ん
日

い
ま
せ
ん
。

ガ
ン

K
M持
す
る
危
険
俄
坊
に

ガ
ン
は
不
抽
出
の
約
終
り
は
な

く
、
半
開
制
W
L

正
し
い
治
的
批
告
す

れ
ば
々
お
ち
ま
す
J

ま
た
、
早

期
に
草
加
閑
却
す
る
療
が
ガ
ン
で
死

亡
す
る
こ
と
を
予
附
加
す
る
絞
も

よ
い
方
法
で
す
。

で
は
ガ
Y
を
発
見
す
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
ガ
ン
は

回
出
師
の
貼
静
静
棋
は
よ
ら
な
げ
れ
ば

決
し
て
率
い
待
相
桝
に
給
関
知
す
る

ζ

と
は
で
き
ま
せ
ん
会
わ
に
く

し
た
ち
が
政
り
得
る
最
も
よ
い

方
法
は
、
抑
時
総
泡
鎖
的
叫
に
間
四
郎

m
U
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
す
0

・
も
し
、
あ
な
た
が
女
の
人
で
し

た
な
ら
一
一
一
十
五
才
を
過
ぎ
た
と

時
以
次
の
七
点
が
あ
き
ま
す
。

。
待
問
酬
の
「
み
い
緩
く
糊
掛
か

っ
た
り
、
食
絡
が
拘
料
に
つ
か
え

て
刷
出
う
よ
う
に
品
鴨
川
伊
欽
み
込
は
り

な
い
と
き
。

出w
一
ず
笈
か
ち
の
不
T
t片
山
出
燃
や

わ
仰
ち
も
の
が
あ
る
と
き
。

岳
山
線
描
慌
が
め
っ
た
与
、
そ
の

総研脱出
W

絞
拙
閥
が
綾
町
議
と
漁
ヮ
て

主
た
と
き
。

市W
明
利
関
田
や
そ
の
終
ど
ζ
で
も

も

Y

2
リ
が
ふ
れ
る
と
き
。

@
し
わ
が
れ
一
向
や
セ
キ
げ
か
日
究

く
緩
く
と
き
。

@
「
い
ば
」
や
吋
ほ
く
ろ
い

に
従
泌
が
お
き
に
と
き
。

品W

闘
相
附
悩
が
わ
か
ら
ず
に
だ
ん

だ
ん
や
せ
に
り
綴
径
が
緩
く
な

っ
て
き
た
と
き
。

以
上
の
よ
う
な
絞
絞
が
あ
っ
に
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お
と
し
よ
り
の

機

康

診

査

老
人
の
拙
階
級
創
刊
紛
の
た
め
友

総
に
よ
り
帥
拠
出
収
診
古
河
者
総
料
刊
で

恨
ん
飽
い
に
し
託
す
の
で
、
お
と

し
よ
ち
さ
ん
は
あ
な
た
の
遂
ぷ

町
内
の
お
次
長
は
お
い
で
に
な

っ
て
一
鋭
部
酔
資
岳
部
A

げ
て
、
一
刈

夕
、
で
た
回
し
く
く
ち
い
て
く
ど

火、い。

市
川
町
民

什
一
絞
ぷ
w牧
口

μ

…
…
月
二
十
一

日

t
一
一
十
間
関
門
悶
ま
ぞ
μ

組制緩叫
M
M
主
日
三
月
上
終

∞
受
診
時
給
灯
六
十
五
才
〈
回
開

ぬ悶
d

a

…
十
例
年
以
悼
際
的
W

生
れ
)

以
上
の
も
の
で
、
今
年
は
出
〈

平
山
台
、
市
批
判
叫
終
子
、
下
ケ
バ

次
の
占
拡
に
持
出
窓
す
る
必
援
が
あ

与
ま
ず
。

亨
背
中
轍
離
す
る
線
開
少
俸
は

卒
業
す
る
と
い
う
と
と
は
、

そ
れ
が
や
が
て
ま
た
そ
れ
ぞ
れ

に
新
し
い
出
府
知
点
に
立
た
な
け

れ
ば
な
名
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
す
で
に
険
機
、
滋
学
の
淡

泊
止
し
た
者
が
多
い
で
し
ょ
う
が

い
ま
ま
で
の
よ
う
に
綴
し
く
納

税
糾
し
た
り
助
け
あ
っ
た
ち
す
る

と
と
が
で
き
な
く
な
る
場
合
も

ゐ
る
か
も
し
れ
ま
ぜ
ん
命

小
さ
な
つ
ま
づ
き
を
火
器
な
め
八

放
と
潮
崎
え
て
絡
望
し
た
ち
、
部
撤

カ
怒
に
と
ら
わ
れ
た
り
せ
ず
、

い
つ
で
も
緩
み
を
打
ち
続
け
て

相
相
談
で
き
る
人
を
も
っ
て
い
る

ζ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
だ
れ

に
も
打
ち
明
け
た
ち
相
相
談
し
な

い
で
、
附
胤
い
余
っ
た
行
動
に
山
間

な
い
よ
う
に
す
る
ζ
と
。
ま
た

季
節
的
に
も
察
、
気
が
厳
し
く
、

滋
附
阿
な
ど
縫
陣
地
を
そ
乙
な
い
や

す
い
鋳
出
掛
で
す
か
ら
、
た
い
せ

つ
な
線
総

κ病
気
で
鈴
れ
る

ι

と
の
な
い
よ
う
、
ま
ず
健
康
に

注
怠
す
る
ζ
と
で
す
侵

軍
家
庭
で
は

湘
相
の
ほ
う
が
乙
ど
も
以
土
日
比

滋
紋
に
な
っ
て
、
い
ら
い
ら
さ

せ
る
ζ
と
が
み
ず
て
は
な
き
ま

せ
ん
。申告
庭
内
で
は
、
つ
と
め
て
側
抑

制
崩
な
ふ
ん
凶
気
を
つ
く
る
よ
う

に
努
め
、
門
日
物
m
m
w
A潟
蹴
割
に
も
当

人
を
い
ら
だ
た
せ
な
い
よ
う
に

、
む
を
記
る
ζ
と
y
総
出
帆
帥
仏
側
悶
託

つ
い
て
も
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
肘
純
金

つ
け
て
や
る
と
と
が
必
援
で

寸，も
品
眠
妨
と
官
閣
僚

ω緩
や
小
と
者
関
日

切
に
は
出
創
出
す
る
よ
う
に
努
め
る

と
と
い
か
、
組
と
し
て
最
も
た
い

せ
つ
で
、
ま
に
む
づ
か
し
い
問
問

題
で
す
か
ら
、
縮
問
明
胞
に
対
処
す

る
ζ
と
が
必
愛
で
し
ょ
う
コ

側
関
都
、
及
び
期
間
花
、
和
叩
校
柏
崎

阪
の
入
。

日
間
一
帥
賦
診
笈
川
明
附
附
帆
階
、

M
W
柑理

学
的
診
察
料
開
胤
の
抽
朝
交
a

M
W
麟
端
部
問
診
査
一

舎
が
援
と
削
判
定
さ
れ
た
人
。

傍
受
診
さ
れ
る
方
は
受
診
議
を

と
持
参
し
て
下
さ
い
。

戦

蕩

癌

の

げ

い

も

受

給

権

ぞ

新

設

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
ち
ま
し
た

紋
入
、
家
潟
、
準
家
賠
純
と
し

一
年
七
月
七
日
以
後

三
十
八
年
閥
叫
均
一
段
設
で
綴
給

淡
の
特
別
窓
か
ち
綴
}
点
以
仰
批
判
机

内
的
、
翁
鶴
岡
部
品
和

な
ど
を
受
給
し

て
い
た
設
の
姿

に
伐
材
泌
総
品
開
余

十
万
何
者
卜
縁

関
闘
に
国
庫
債
券

で
交
付
さ
れ
る

も
の
で
す
a

支

給
耐
品
川
け
マ
法
、

受
総
務
省
の
あ

る
も
の
は
、

u
v
m
mぬ
一
ニ
十
八

線
開
同
月
一
臼

に
お
け
る
戦

肘
協
約
者
の
妥
(
市
内
線
の
議
も

合
h
U
〉
で
す
。

門W
同問
-M
刊
一
一
一
十
八
線
開
門
月
一
良
か

ら
親
和
問
問
十
一
ぃ
時
四
月
一
門
誌

闘
に
爵
綴
の
終
火
、
後
繍
縦
、

〈
祭
実
上
の
隊
綬
岳
会
む
〉

然
滋
以
上
の
刷
山
に
波
役
、
際

然
、
父
臨
時
、
組
父
母
、
兄
弟

純
然
以
外
の
後
半
d

と
な
っ
た

容
は
失
格
と
は
き
ま
す
。

叉
戦
闘
困
窮
者
ぬ
も

ωは

陥
い
附
如
何
十
二
組
作
七
月
七
日
以
後

公
務
上
mw
ゑ
綴
で
絡
に
か
か

り
明
琴
平
八
年
四
月
一
廷

に
お
い
て
開
閥
抗
制
伐
に
よ
る
繁

入
、
国
平
副
時
人
で
あ
?
に
獲
に

よ
き
支
給
さ
れ
る
方
笈
悩
例
係

円
以
ト
ん
の
隊
虫
孟
a

金
、
そ
の
偽

に
よ
る
災
淡
怨
念
々
ど
の
受

給
者
の
端
震
が
対
象
と
は
り
ま

恥

2
0

502 



( 2 ) 一一一-

民
税
の
由
申
告
相
談

二
月
ニ
十
七
呂
か
ら
各
地
区
で

0
・:
i
所
得
税
の
篠
定
期
臨
時
と
ζ
れ
w
h
伴
う
総
説
は
、
二
悶
月
十
六

:
i
c

o--::日
か
ら
三
国
持
十
紙
門
口
ま
で
務
副
部
署
で
行
な
う
と
と

κな
っ

i
i
C

Oi---
て
い
ま
す
が
、
簡
で
は
議
定
取
後
と
絞
悶
悶
殺
の
般
会
綴
談
:
・
0

0
i
i
者
一
一
月
二
十
七
日
か
ら
各
地
区
泌
氏
行
以
い
ま
す
。

i
i
O

こ E日韓142例月168発行一一一

持
拡
燃
料
桝
の
機
会
制
相
談
を
次
表

m
w
n闘
艇
で
お
こ
な
い
ま
ず
か
ら

却
は
く
の
会
場
で
由
申
告
書
館
を
終
鎖

し
て
下
さ
い
。

耐
用
地
口
替
の
綴
泌
が
あ
ち
ま
せ

ん
と
総
悦
開
校
徐
以
外
の
各
暗
躍
械
器

除
が
焚
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

な
お
申
告
書
を
提
出
す
る
と

き
は
、
次
の
ζ
と
に
校
綴
し
て

下
さ
い
。

浴
後
榊
鮮
の
哨
ナ
び
き
を
よ
く
読

ん
で
判
、
き
る
村
い
け
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
住
所
、
誌
名
、
金
制
伊

丹
告
、
生
命
保
持
問
披
脇
陣
糊
側
、
仲
試

養
控
除
制
欄
脅
か
な
ち

γ総
入
し

て
、
開
州
帥
憾
と
次
の
嫌
胃
紺
開
札
muC
持

品
耕
下
古
い
。

3
品
都
議
制
調
設
除
後
肺
訴
の
一
致
問
問
機

3
傘
脳
陣
療
費
投
機
E
緩
組
側
へ
の
ふ
又

M

払
畿
銀
液
晶
骨
社
会
脳
陣
燃
料
柑
臨
時
開

びあ広(第三重量務長費総認可〉

u
u機
関
応
酬
間
際
保
険
制
制
緩
絞
変
困

ふ
?
然
媛
、
間
十
一
日
平
変
分
間
同
氏

隊
A
E
J
叫
す
制
粧
品
智
生
命
保
険
約
後
脇
陣

"
“
保
時
誤
判
明
弘
同
仏
領
収
鉱
件
、
捕
地
料
税

晶
智
牛
島
紫
綬
縁
日
災
時
間
総
合
の

設
側
関
品
輸
水
制
槻
災
訓
習
滋
算
控
除
リ

尖
淡
総
合
の
緩
問
問
客
動
力
紛
う

ん
磯
崎
蹴
臨
即
日
紛
糾
制
緩
奴
級
品
鴨
機

構
用
問
問
自
動
車
uη
樹
ザ
品
税
制
愉
ま
た
は

柚
抑
制
偶
領
制
札
制
は
ゆ
ゑ
織
改
災
総
剤
師

金
銭
際
日
太
織
改
良
区
mw軍拡回明

晶
帯
約
カ
ふ
ん
な
機
H
H
割
程
物
新
路
線

機
れ
れ
搾
乳
母
開
H
護
世
車
線
の
絞
験

場
小
作
科
楠
田
砕
部
れ
日
航
細
小
説
へ
の
亥

払
領
収
欝
畿
カ

1
ペ
ヅ
ト
附
削
除

uu
共
統
制
刷
会
出
り
材
紙
間
関

な
お
劫
削
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
例
入
住
民
税
、
相
関
人
一
機
嫌
刑

制個
mw
申
告
万
時
間
が
次
の
よ
う
に

変
ち
ま
し
た
の
明
、

cm師時蕗チトさ

同
間
入
閣
明
暗
徴
税
の
術
品
百
擦
を
、
役

場
、
液
凝
災
庁
へ
三
月
十
五
銭

ま
で
に
拙
総
出
闘
し
て
下
吉
い
。

日
開
な
お
、
後
中
品
市
山
県
宙
機
者
糊
脱

出
し
た
方
で
も
棋
院
毅
附
問
符
ま
た

は
皆
同
時
所
繍
刊
の
み
る
方
は
「
昭

如
抑
制
問
十
二
絡
皮
肉
回
路
淡
回
帰
属
税

蝋
総
務
筋
線
臨
時
所
得
山
中
後
綴

を
」
祭
出
し
て
下
意
い
。
“
ぺ

ω
円
激
務
削
鴇
へ
所
得
税
の
鵡
惜
向
島

盟
百
識
を
招
提
出
し
た
方
義
人

依
田
向
税
、
同
例
入
額
滋
紛
の
出
閉
経

獲
を
網
岡
山
判
ず
る
M

貯
削
棋
は
あ
り
ま

せ
ん
G

ζ

の
捕
明
会
、
例
入
住
民
税
、
倒

人
議
業
税
の
関
係
懇
談
舎
新
潟

殺
の
議
定
山
皇
官
後
m災
ω
獄中成一
F
)

κ必
ず
総
鯨
糊
し
て
下
さ
い
。

内W

闘
関
入
役
間
関
税
、
個
人
一
一
事
渓

ね
の
術
品
閣
議
官
持
の
あ
る
万
で
奴

得
税
の
磁
定
由
申
告
帯
憶
を
擬
似
合

れ
な
い
方
は
、
開
問
人
総
問
問
料
制
、

あ
な
た
の
固
定
資
産
税
は

縦
覧
の
磯
会

κ織
か
め
よ
う

昭
和
盟
十
日
…
絡
際
機
絞
絞
殺
な
る
限
定
資
端
脱
会
絞
め
縦
覧
者

税
〔
都
市
総
減
税
〉
の
薮
後
と
一
一
一
月
一
日
か
ち
ス
ふ
3

門
間
ま
で
行

住民曜の中量減f提(3環器ll)

な
い
ま
す
。

前
線
絞
取
に
土
地
、
家
庭
な

ど
の
回
開
鋭
、
治
改
築
、
新
総
な

ど
の
あ
っ
た
方
な
ど
不
帆
制
緩
の

あ
る
方
は

ιの
倒
閣
機
密
じ
利
用

く
だ
さ
い
。

ζ
の
お
絹
棋
に
登
録

き
れ
な
附
偶
然

κ不
綴
の
み
る
崎
明

会
叫
持
、
三
月
末
日
ま
で
に
女
相
殺

で
宙
開
の
極
定
資
緩
務
官
獄
後
災
会

へ
審
査
の
綴
求
告
す
る
ζ
と
が

で
革
ま
す
。

な
お
、
倒
紙
撤
見
崎
明
一
除
、
時
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

。
髄
蛸
筒
一
一
一
月
一
路
か
ら
ご
月

二
十
認
ま
で

。
時
吋
嗣
間
午
前
八
腕
時
ぷ

C
分
か

ら
午
後
世
品
絡
ま
で
ok.た
し
、
や
ふ

附
噸
録
、
門
口
隅
隅
門
口
は
午
前
中
で
す
。

O
場
商
品
問
孫
子
附
町
役
務
に
だ

し
、
一
一
一
月
十
一
一
一
お
か
ら
十
五
円
ね

ま
で
は
潮
崎
相
次
端
的
、
一
日
一
月
十
六

潟
、
か
ら
十
八
日
ま
で
は
布
俊
文

一
放
で
、
そ
れ
ぞ
れ
み
る
ζ

と
が

で
き
ま
す
。

な
お
、
阪
和
相
問
問
十
二
年
療
の

課
税
困
問
地
中
綴
は
次
の
と
お
h
y
一

都
後
補
践
し
ま
す
争

。ムヱ{柚刷ω
樹高地開摺出陣

ω
幾
泌
以
外

制
限
派
閥
十
一
線
療
の
朝
時
税
額

融
中
総
に
、
倒
閣
府
民
表
出
臨
裁
は
、
一

二
日
除
問
、
都
市
計
額
判
明
同
地
十
・

六
僚
を
乗
じ
た
‘
も
の
で
す
'o

O
家
援
を
帝
京
分
胸
部
綴
〈
組
問
和

四
十
一
線
}
時
三
関
以
前
む
建

築
然
悶
鵬
〉
に
つ
い
て
は
一
本
に

一
一
一
%
の
総
務
と
な
き
ま
す
ロ

ま
に
、
開
閥
的
次
災
時
時
税
の
免
税

出
納
が
次
の
と
お
き
同
期
和
盟
十
一

緒
授
か
ら
削
引
上
げ
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
あ
ち
か
じ
め
C
慾

知
く
だ
さ
い
。

免
税
点

0
・
泌
総
細
部
税
標
準
額
、
久
万

附
悶
米
掛
胸
{
出
制
ニ
万
悶
キ
問
問
〉

O
家
毎
朝
部
総
槻
輸
榊
時
制
綱
双
…
n
m
m

来
溺
〈
問
山
記
万
附
悶
V

。
償
制
押
蹴
剤
耐
蹴
総
務
縁
地
中
額
一
一
一

。
滅
的
米
融
制
〔
間
同
十
五
万

mv

恵
袋
羽
畿
日
程
表

春
の
火
災
予
防
運
動

2
月
m
Bか
ら
3
丹
日
日
ま
で

務
の
会
開
出
火
災
予
防
波
数
は
い

月
二
十
八
日
か
ら
一
一
一
月
十
一
お
お

ま
で
の
ニ
滋
総
災
絡
し
ま
す
。

十
二
月
下
勾
か
ら
春
季
に
か

け
て
、
村
川
験
的
叫
に
火
災
車
問
生
山
仏

大
き
な
影
轡
を
も
た
ち
し
て
い

ま
す
。
乙
の
た
め
耐
性
絞
な
ら
械
情

減
じ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
・
か
き
な

火
で
も
火
災
に
満
開
践
し
、
い
っ

た
ん
肉
火
す
る
と
延
焼
拡
大
し

ゃ
サ
い
状
態
と
な
ち
ま
す
。

ま
た
、
統
計
的
に
み
て
も
関

口
月
を
中
心
と
し
た
幾
多
w
h
多
く

お
色
て
お
ち
ま
す
也

乙
の
運
動
は
、
答
品
ん
に
お
け
る

火
災
の
増
加
お
よ
び
後
零
に
比

べ
て
火
火
の
獄
説
明
中
日
り
高
い
と

と
告
発
綴
し
て
行
な
わ
れ
る
も

の
で
、
今
年
の
議
要
隠
掘
開
設
次

の
と
お
ち
明
、
す
。

1
家
庭
に
お
け
る
火
災
予
防
と

人
命
の
然
繁
a

2
勝
ナ
授
、
醐
関
陣
齢
、
旅
館
、
事
業

組
閣
な
ど
に
お
け
る
火
災
予
防

と
人
命
の
傑
滋
。

3
線
瞬
間
火
災
の
防
止
む

4
樹
単
純
制
と
紛
品
開
火
災
前
W

防
止
。

と
な
っ
て
お
与
ま
す
。

と
?
と
し
は
昨
年
に
く
品
べ
て

火
災
発
銭
件
数
が
多
く
、
肘
時
で

も
一
国
対
市
中
に
い
泊
仲
村

ω火
災
(
内

訳
時
帰
仙
側
一
一
日
然
、
品
将
棋
間
一
ニ
丹
、
そ

の
ぬ
…
叫
汁
〉
リ
か
あ
り
、
そ
の
鎖

的
品
開
免
税
制
制
は
約
二
百
十
一

mm内

と
昨
年
一
山
部
出
闘
の
欄
問
機
気
鋭
機

と
な拙
関
附
加
で
は
、
火
災
予
務
送
船
駒

山
市
次
の
よ
う
な
行
惑
を
府
内
総
い

た
し
ま
す
の
り
で
滋
陥
酬
の
成
燃
が

あ
が
る
よ
う
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
綴
い
殺
し
ま
す
。

ー
コ
同
月
二
十
八
円
口
午
前
六
時
、

サ
イ
レ
ン
、
学
組
織
な
ど
の
吹

潟
、
打
鐙
俗
説
。

2
一
一
月
二
十
八
日
際
的
日
家
総
広

報
及
び
繍
倒
的
聞
の
巡
怒
、
鴎
間

嶋
問
機
終
点
検
。

3
二
月
二
十
八
日
μ
抽
出
火
災
の
械
的

火
実
験

4
2
一
月
三
、
開
問
付
開
品
協
険
物
取
扱

類
、
帥
川
燦
附
mh
鳩
ど
の
立
入
検

淡
5
一
日
一
同
月
六
、
七
日
終
懲
役
ど
の

立
入
品
幌
笈

6
一
一
一
湾
人
、
九
日
防
火
対
象
的
問

立
入
品
税
炎

7
・
学
相
代
、
制
持
続
、
工
場
、
一
一
場
借
用

紙
切
な
ど
の
遂
繁
返
報
、
州
制
糊
例

措
悶
火
削
酬
綴

S
そ
の
他
火
災
学
時
開
花
附
附
す
る

と
と
な
お
紙
駅
近
火
災
に
よ
る
銭
死

期
鳴
が
孝
弘
慌
で
て
お
り
ま
す
が
駒
郡

媛
、
同
職
場
に
お
け
る
腕
制
問
問
務
開
抑

止
の
た
め

ー
附
悦
る
油
開
げ
h
N
即
ち
ず
火
の
元
を

制
閥
ペ
る
掛
川
町
出
品
官
を
き
め
て
お

》
〈
、

2
老
人
や
子
供
、
総
人
務
絞
っ

と
ぬ
て
二
階
げ
い
ね
か
せ
な
い

3
Lか
ら
に
の
中
小
際
協
な
人
や
子

総
春
開
試
し
で
外
出
吾
し
な
い

4
W球
的
知
の
た
め
の
ロ
l
プ
や
は

し
と
芯
ど
を
刻
識
し
て
お
く

5
非
常
口
は
い
つ
匂
も
滋
れ
る

よ
う
に
絞
綴
し
て
お
く

。
。
出
階
段
附
近
で
火
を
使
わ
な
い

7
火
謬
の
時
は
早
く
鐙
錨
尚
一
…

九
番
で
消
防
饗
へ
知
ち
せ
る

8
い
っ
た
ん
外
へ
逃
げ
た
ち
品
切

を
と
ち
に
紛
糾
刈
比
も
ど
ら
な

日 替尽@ いま掛なーさつし三三-!濯し:r?お 皇室交
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事
総
げ
お
く
れ
た
人
が
あ
る
と

き
は
同
市
く
現
場
の
潟
め
隊
へ

知
ら
せ
る

お
く
な
ど
の
十
夜
間
口

κつ
い
て
は
は

燃
か
ら
充
分
注
窓
す
る
ζ

と
が

州
畳
一
ま
れ
ま
す
。

納
税
制
制
緩
の
開
催

次
の
門
口
松
で
、
続
得
税
、
側

個
人
然
災
殺
の
災

す
か
ち
お
い
明
、
く
だ
さ
る
よ
う

お
綴
い
し
ま
す
。

同
月
口
問
点
一
同
月
一
日
付
日

時
吋
削
附
十
料
吋
か
ら
五
時
吋
ま
句

会
場
投
証
明
治
務
端
部

十
江
記
以
外
の
け
口
で
も
ぷ
月
十

五
日
ま
で
期
総
院
に
つ
い
て
の
籾

談
を
行
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に

お
潟
1
3
3
い。

〈
な
お
山
訪
日
東
京
地
方
税
緩

やみ
A
試
の
松
戸
怒
会
の
出
制
緩
念
、

税
強
要
mw出
品
蕗
税
係
蹄
闘
が
終
に

皆
様
方
の
た
め
綴
紛
糾
制
制
抑
制
等
を

行
い
ま
ず
V

4、
i!主
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削
問
符
…
月
分
か
ら
は
さ
ら
に
支
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。
寄
附
関
手
フ
と
す
る
も
の
で
す
。
一

一
汚
か
ら
罰
民
年
金
保
十
問
パ
引
ヒ
ー
ち
れ
る
ζ

と
に
な
淡
校
二
十
才
か
ら
}
九
十
市
川
才
昨
年
以
間
同
氏
年
金
も
大
総
に
欲
一

険
料
が
あ
が
り
察
し
た
ち
ま
し
た
ン
室
経
ゑ
然
険
料
(
雲
市
内
十
飼
料
否
問
均
一
五
席
中
答
き
れ
い
夫
婦
で
刊
誌
…
書
け
い
年
一

す

で

に

と

務

総

の

よ

う

に

隠

は

す

ん

の

将

き

銃

器

て

れ

)

ま

で

の

人

選

皇

室

金

起

き

蓄

Z
T二

民
年
金
命
令
〈
弘
う
街
路
は
被
保
ど
で
争
終
る
に
め
の
も
の
で
す
倹
や
災
淡
制
限
付
な
ど
の
日
年
金
区
間
制
叫
明
る
い
も
の

κ々
っ
て
き
ま
一

際
期
制
の
憶
さ
ん
が
絡
め
た
保
換
の
で
、
す
す
ん
で
絞
め
る
よ
う
入
令
て
い
な
い
人
は
員
民
年
ゑ
し
た
。

ι
m
w同
盛
岡
国
年
金
を
支
う
一

線
と
磁
の
半
額
の
徐
泌
に
ζ

の

に

お

緩

い

し

ま

す

。

に

必

ず

入

学

て

4
r古
い
@
線
た
め

κは
き
仏
り
ら
れ
た
附
附
闘
附
mw
一

望
を
あ
わ
せ
た
も

Z震
保

険

料

の

納

め

怒

れ

合

空

襲

き

れ

に

よ

っ

民

総

険

料

を

約

め

て

お

く

2
2

し
た
割
判
マ
す
な
ど
で
ま
か
な
わ
れ

;
i

脅
さ
ん
が
約
め
に
後
淡
創
刊
と
図
必
姿
で
す
。
約
め
れ
い
ち
約
め
な

て
い
ま
す
。

M
M
都銀

η
j
i
l
-
-
1
1
2
i
i
i
i
i
J
m
w半
額
の
か
っ
た
り
、
ま
た
授
い
潟
時
間
抽
出

が
訂
以
時
間
官
一
緒
お
れ
一
知
っ
て
お
き
た
い
一
時
れ
れ
れ
れ
民
日
立
長
官

鼎
μ
時
間
開
サ
お
れ
ば
…
図
民
年
金
一
片
付
抗
日
制
り
γ
諸
問
時
間

の
怒
e
A
胤
か
機
〈
淡
し
ま
し
た
。
と
た
い
と
と

γー
も

j
i
l
-
-
i
i
i
i
一
周
し
た
お
向
日
身
が
綴
悲
し
ま
す
の
で
忘
れ

れ
に
よ
り
今
年
の
「
日
月
分
か
ら
は
綴
う
と
こ
ろ
で
す
国
託
尋
ゑ
ザ
す
な
ど
に
よ
き
あ
な
た
が
卒
者
ず
必
ザ
殺
め
て
く
だ
さ
い
。

間
関
時
開
制
竹
が
百
円
引
上
凶
り
ち
れ
ま
は
ζ
う
し
た
後
き
ん
の
脱
獄
努
に
と
っ
た
と
き
や
交
滋
事
被
な
ど
お
蕊
い
に
明
る
い
慾
活
者
約

し
た
ψ

つ
ま
り
今
ま
で
は
加
部
品
加
と
た
え
る
た
め
い
ま
ま
管
制
階
級
に
あ
っ
た
り
し
て
母
体
一
炉
本
向
同
く
る
た
め
に
み
ん
は
で
総
隊
綿

花
よ
っ
て
百
m
m
w双
十
問
問
の
傑
や
厚
長
年
金
眠
障
淡
あ
る
い
は
共

L

患
に
な
っ
て
脇
陣
け
な
え
な
っ
た

険
料
明
、
よ
か
っ
に
の
で
す
が
今
淡
総
合
な
ど
に
入
っ
て
い
な
い
と
き
ま
た
…
蜘
訴
の
磁
器
認
す
が
亡

停
の
一
料
品
か
ら
は
三
十
四
才
ま
融
機
終
漁
滋
は
ど
密
分
の
家
で
仕
く
な
っ
て
収
入
の
道
が
な
く
な

で
の
人
は
二
百
m
円
三
十
況
か
一
以
畿
を
し
て
い
る
人
に
も
平
等
に
づ
た
と
き
な
ど
に
い
ろ
い
ろ
な

ぷ
mw
人
は
二
百
mmと
な
ふ
ツ
附
間
十
議
後
の
生
活
を
際
帰
陣
す
る
録
的
削
年
金
を
支
給
し
て
銀
総
の
出
品
脚
光

哲

曲
線
十
字
か
ら
見
舞
ぬ

一
一
月
に
入
っ
て
か
ら
符
で
は

一
一
一
件
の
念
総
数
絡
が
拙
開
設
、
員

本
赤
十
然
薮
千
楽
幽
同
支
部
ょ
う

被
災
事
官
に
制
却
し
見
舞
品
が
次
の

よ
う

κ贈
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

毛

布

ズ

υ枚

滋

布

一

〈

U
枚

幹
部
隊
セ
ッ
ト
問
日
経

ギ
フ
ト
パ
ッ
ク
一
品
究

開
凸
制
対
滋
養
一
一
一
ぷ

酬
叫
ん
火
郊
で
は
例
年

κ叫ん納税小笠る

と
約
倍
の
火
災
が
地
問
中
一
し
℃
い

て
、
国
地
魁
舛
ぬ
も
火
山
削

κふ
え
て

い
る
ζ
と
と
終
に
認
す
べ
き
叩
臨

し
い
ζ
と
に
死
亡
者
が
非
常

κ

多
い
と
と
で
す
。
朴
執
途
の
時
一
燃

に
火
は
か
か
す
ζ
と
の
冷
淡
な

い
も
の
で
あ
h
〆
な
が
ち
、
そ
れ

を
印
税
う
入
問
が
火
花
使
わ
れ
苑

亡
す
る
と
な
る
と
ζ
れ
は
者
え

ね
ば
な
与
ま
せ
ん
。
原
田
闘
を
蕊

綴
紛
で
あ
る
と
か
駿
爾
何
回
耐
久
mw

不
備
で
あ
る
と
か
資
う
帥
削
w
仏、

今
一
度
火
の
仙
対
米
に
つ
い
て
考

え
て
閑
却
に
い
も
の
で
す
。




